
 

令和４年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立池雪小学校 

 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・発達段階や運動経験に応じ、運動の楽しさを味わえるようなルールや課題を設定

することで主体的に学習に取り組む態度を育むことができた。 

・ICT の活用により、運動の技能ポイントの理解や、運動中の気付きや工夫した表

現、客観的に学習を振り返ることができた。 

 

（２）課題 

 ・体力テストの結果を見ると、学校全体で持久力や敏捷性に課題が見られる。 

・昨年度の授業改善プランの取り組みにおいて、指導内容や評価規準の統一性が低

い単元(ゲーム領域やボール運動領域)や学習カードなどの共有が少ないことが

あった。学年内での情報の共有や学習カードの電子化を推し進め、学校全体で系

統性のある指導をしていく必要がある。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・持久力を高めるため

に、授業の中で、マラソ

ンや縄跳びに取り組む時

間を設定する。 

・スモールステップで楽

しみながら、主運動につ

ながる運動を行い、場の

工夫や発達段階に合わせ

た用具を選び、基本的な

動き方や用具の使い方の

経験を幅広く身に付ける

ことができるようにす

る。 

・ペア学習を取り入れ、

互いの運動を見合う時間

を設定し、考えを伝え合

えるようにする。 

・ＩＣＴ機器を活用す

る。運動の様子を撮影し

た動画を見ることで、改

善点を考えたり、他者に

伝えたりする。 

・学習カードを活用し、

めあてをもって運動し、

振り返りができるように

する。 

 

・教師が積極的に言葉が

けをしたり、応援したり

することで、児童が前向

きに運動に取り組める雰

囲気をつくる。 

・良い学習姿勢（きまり

を守る、友達と協力する

等）を教師が認め、全体

に共有するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・ 児童が成功体験を得や

すいように、課題や

ルール、場や用具等が

緩和された運動を行

い、運動技能の確実な

定着を図る。 

・ 手本動画を見せて、技

能ポイントを正しく理

解できるようにする。 

・ 持久力を高めるため

に、授業中に「縄跳び

タイム」や「持久走タ

イム」などを帯で設け

る。 

・ トリオ学習を取り入

れ、互いの運動を見合

う時間やアドバイスな

ど考えを伝え合えう時

間を設けるようにす

る。 

・ 掲示物を工夫し、児童

が自己に課題に適した

運動の行い方や場を選

ぶことができるように

する。 

・ 学習カードを工夫し、

児童が気付いたことや

大切だと思ったことを

書けるようにする。 

・ 自己の運動の様子をタ

ブレットで確認し、動

きのポイントと照らし

合わせて自己の課題を

見付けられるようにす

る。 

・ 課題やルール、場や用

具等を簡易化したり変

更したりすることで、

運動の楽しさを味わわ

せるとともに、きまり

を守り誰とでも仲よく

運動をすることのよさ

を感じられるようにす

る。 

・ 互いに見合い、教え合

いをする学習の仕組み

や、振り返りの場面な

どで、友達同士で学習

の成果を認め合うよう

にする。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

・発達段階や運動経験に

応じ、場やルールを簡易

化したり変更したりする

ことで、運動技能の確実

な定着を図る。 

・活動前後に手本となる

動画を見せたり、自分の

試技を録画して見比べさ

せたりすることで、技能

ポイントを正しく理解し

たり、見付けたりできる

ようにする。 

・持久力向上のために 5

分間走をしたり、俊敏性

・発達段階や運動経験に

応じ、場やルールを選ん

だり変更したりすること

で、自己に適した課題を

見付けられるようにす

る。 

・活動前後に手本となる

動画を見せたり、自分の

試技を録画して見比べさ

せたりすることで、自己

の能力に適した課題の解

決の仕方や工夫ができる

ようにする。 

・グループ学習や ICT 機

・発達段階や運動経験に

応じ、場やルールを簡易

化したり変更したりする

ことで、運動の楽しさを

味わわせるとともに、勝

敗を受け入れたり、仲間

の考えや取り組みを認め

たり、場や用具の安全に

気を配ったりすることが

できるようにする。 

・活動前後に手本となる

動画を見せたり、自分の

試技を録画して見比べさ

せたりすることで、自分



向上のためにラダート

レーニングをしたり、授

業の導入で継続的に取り

組むことができる活動を

行うことで、体力の向上

を図る。 

器の活用を通して、自己

の能力を客観的に捉える

ことで、自己の工夫、課

題などを見付けることが

できるようにする。さら

に、自己や仲間の考えを

他者に伝えることができ

るようにする。 

がねらいとする動きを身

に付けるまでの学習の見

通しをもちやすくする。 

・毎時のめあてや単元の

ゴールイメージを明確に

もつことで、自分の成長

を実感できるようにす

る。 

 


